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■機能概要

・テスコ製ハンディスキャナー（PHLシリーズ）と各アプリケーションパッケージのリンクを行います。

・各アプリケーションのカスタマイズなしに、すぐハンディターミナルでの運用が始められます。

ハンディターミナル
PHL2600

APSA
（Application Package Support Analyzer)

パッケージSW

PCA
OBC
OHKEN

ハンディターミナル
PHL2600

・サトー製プチラパンに対応します（オプション）
ハンディターミナルからの赤外線通信でレシート発行などに利用できます。

株式会社IMP　様

2003-05-15　15：00

0020080304072
アランドロン香水 1  7,000

0020070514085
インポートバッグ 2 18,000

0020070114087
メンズバッグ 1  5,000

合計 30,000
消費税  1,500
預かり 35,000
おつり  3,500

毎度お買い上げありがとうございました

■ハンディターミナルの機能

ハンディターミナルでは以下の機能を実現しています。

・売上処理
・仕入処理
・振替処理
・棚卸処理



■ハンディターミナルの操作＜売上＞
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日付
［030515］

担当
［01］
山田　太郎

得意先
［0000000000001］
株式会社ＩＭＰ

商品
［0020070514085］
インポートバック
単価：　9,000

数量
［　　　　2］
単価：　9,000
金額： 18,000

・日付をキーインします
　　（当日が規定値として設定済み）

・担当コードをキーインします
　　（ハンディごとに規定値を設定可能）
・マスタから引用した担当名が表示されます

・得意先コードをキーインします
　　（またはバーコードスキャン）
・マスタから引用した得意先名が表示されます

・商品コードをキーインします
　　（またはバーコードスキャン）
・マスタから引用した商品名、単価が表示されます

・合計キーを押して合計処理へ進みます

・数量をキーインします
・数量×単価が計算されます

合計処理へ
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１／３
インポートバック
数量：   2
金額：　18,000

・入力した明細の先頭行が表示されます
　　（左記例では３行中の１行目が表示）

・カーソル上下キーで明細の表示を切り替えます
　　（１行目・２行目・３行目・・と順次切り替わります）

・入力内容を確認してください

・編集したい行を表示し「Ｅｎｔｅｒキー」を押すと
　その行の内容を編集できます

・削除した行を表示し「ＤＥＬキー」を押すと
　その行を削除します

・内容がＯＫであれば「登録キー」を押します

＜合計処理＞

１・レシート印刷
２・レシート控え印刷
３・領収書印刷
４・データ登録

・テンキー「４」でデータを登録します。
　登録後、日付入力へ戻り処理を継続します。

・印刷オプションありの場合
　各種レシートを印刷します。

・得意先向けレシート
・レシート自社控え
・合計金額のみの領収書

日付
［030515］



■ハンディターミナルの操作＜仕入＞
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日付
［030515］

担当
［01］
山田　太郎

仕入先
［0000000000001］
有限会社ＳＨＯＣＫＥＲ

商品
［0020070514085］
インポートバック

インポートバック
数量
［　　　　2］

・日付をキーインします
　　（当日が規定値として設定済み）

・担当コードをキーインします
　　（ハンディごとに規定値を設定可能）
・マスタから引用した担当名が表示されます

・仕入先コードをキーインします
　　（またはバーコードスキャン）
・マスタから引用した仕入先名が表示されます

・商品コードをキーインします
　　（またはバーコードスキャン）
・マスタから引用した商品名が表示されます

・合計キーを押すと、仕入入力を確定します
　日付入力へ戻り処理を継続します

・数量をキーインします
・商品コード入力へ戻り、処理を継続します

倉庫
［01］
本社倉庫

・倉庫コードをキーインします
　　（ハンディごとに規定値を設定可能）
・マスタから引用した倉庫名が表示されます



■ハンディターミナルの操作＜振替＞
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日付
［030515］

担当
［01］
山田　太郎

振替先倉庫
［01］
倉庫Ａ

商品
［0020070514085］
インポートバック

インポートバック
数量
［　　　　2］

・日付をキーインします
　　（当日が規定値として設定済み）

・担当コードをキーインします
　　（ハンディごとに規定値を設定可能）
・マスタから引用した担当名が表示されます

・倉庫コードをキーインします
・マスタから引用した倉庫名が表示されます

・商品コードをキーインします
　　（またはバーコードスキャン）
・マスタから引用した商品名が表示されます

・合計キーを押すと、振替入力を確定します
　日付入力へ戻り処理を継続します

・数量をキーインします
・商品コード入力へ戻り、処理を継続します

振替元倉庫
［01］
本社倉庫

・振替元の倉庫コードをキーインします
　　（ハンディごとに規定値を設定可能）
・マスタから引用した倉庫名が表示されます



■ハンディターミナルの操作＜棚卸＞
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日付
［030515］

担当
［01］
山田　太郎

商品
［0020070514085］
インポートバック

インポートバック
数量
［　　　　2］

・日付をキーインします
　　（当日が規定値として設定済み）

・担当コードをキーインします
　　（ハンディごとに規定値を設定可能）
・マスタから引用した担当名が表示されます

・商品コードをキーインします
　　（またはバーコードスキャン）
・マスタから引用した商品名が表示されます

・合計キーを押すと、棚卸入力を確定します
　日付入力へ戻り処理を継続します

・数量をキーインします
・商品コード入力へ戻り、処理を継続します

倉庫
［01］
本社倉庫

・倉庫コードをキーインします
　　（ハンディごとに規定値を設定可能）
・マスタから引用した倉庫名が表示されます



■パソコンでの操作
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下記の機能はパソコン側での操作によって実現します

・ハンディの環境設定
・担当の規定値
・倉庫の規定値
など

・ハンディへのマスタ送信
・商品マスタ
・担当マスタ
・倉庫マスタ
・得意先マスタ
・仕入先マスタ

・ハンディからのデータ受信
・売上受信
・仕入受信
・振替受信
・棚卸受信

・パッケージへのデータ作成
・売上データの作成
・仕入データの作成
・振替データの作成
・棚卸データの作成

各種パッケージのバージョン等によって仕様が異なります。
・汎用データの作成
・自動登録エンジンなどを使用した巡回登録
・直接ＤＢ操作による登録

次ページ以降に操作画面のイメージを添付します
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メインメニュー

パソコン側のメインメニューです。（実際の画面とは細部が異なる場合があります）

左側（黄色のエリア）がハンディスキャナとのインターフェース。
右側（ピンクのエリア）がバックヤードとのインターフェース。
中央（緑のエリア）がＡＰＳＡ本体に取り込んだデータの確認。

となり、直感的な操作でわかりやすいメニュー構成です。

販売管理
ソフト

販売管理
ソフト

販売管理
ソフト
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バッキャードからのマスタ取り込み

バックヤードの商品マスタをＡＰＳＡに取り込む画面です。

上記例では「バックヤードから出力された汎用データ」を取り込んでいます。
内容に問題がなければＡＰＳＡ内のデータベースへ変換し取り込みます。

左記の画面では、取り込む汎用データの設定を
行っています。（例）

基本的にはバックヤードの仕様に応じて設定済み
ですが、ＣＳＶ形式のデータであればこの画面の
設定内容に従って取り込む項目を判断します。
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物流コードへの変換定義

ＡＰＳＡに取り込んだ商品マスタに対して「物流コード」への変換を定義します。

バックヤードでの商品コードとハンディでスキャンするコードが同一の場合は定義す
る必要がありません。

上記の例では
・バックヤードでの「132107」コードは
・ハンディでは「134901121132100」として取り扱います。

ダンボール単位でスキャンする場合に
・単品の商品コード（13桁）と
・ダンボールに表記された物流コード（16桁）が

異なる場合、ＡＰＳＡを経由する事で「相互変換」を行います。

ハンディでは16桁コードでマスタを生成しますが
ハンディから送られた16桁の情報を元の13桁に変換してバックヤードへ渡します。
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ハンディへのマスタ送信

ハンディへ商品マスタを転送する画面です。

転送しようとする商品マスタの内容を確認できます。

右端の物流コードが定義してある場合は、１６桁としてハンディへ渡します。
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ハンディからのデータ受信

ハンディと通信を行い、データを受信する画面です。

上記例では「棚卸データ」を受信しています。

受信したデータをＡＰＳＡに「追加登録」するか「上書き登録」するかを選択できます。
（上書きの場合、ＡＰＳＡにすでに取り込み済みのデータは消去されます）

商品コードが「赤字」のデータについては
物流コードを通常コード（バックヤードの商品コード）に変換する事を意味しています。
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受信データの編集

ＡＰＳＡに取り込んだデータを編集する画面です。

上記例では棚卸データを編集しています。
不要な行を削除したり
誤ったデータを変更する事ができます。

バックヤードにデータを渡す前に、ＡＰＳＡで内容を確認・編集する事ができます。
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バックヤードへ渡すデータの作成

ＡＰＳＡ内に取り込んだ「棚卸データ」をバックヤードへ渡します。

上記例では「バックヤードで受け入れ可能なフォーマットの汎用データ」として
出力しています。

左記の画面は、出力する汎用
データの設定画面です（例）

基本的にはバックヤードの仕様
に応じて設定済みですが、固定
値の設定などを必要とする場合
など、簡単な設定で出力ファイル
を定義できます。


